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特集 ６月は男女共同参画推進月間
「知る 学ぶ 考える 私の人生 私がつくる」
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男女共同参画 特集

　1999年6月に男女共同参画基本法が制定施行されてから、毎年6月を男
女共同参画推進月間としています。
　多様化する社会の中で、性別による役割も徐々に変化をしています。家
事や育児に関わる男性も増えてきているのではないでしょうか。お互いの
意見を尊重し、性別による固定化された役割にとらわれず、すべての人が
活躍できる社会…そんな豊かな社会を作っていくためには、私たち一人ひ
とりの取り組みが必要です。
　自分の人生は自分がつくるものです。男性も女性も輝ける男女共同参画
社会の実現のために、今自ら行動してみませんか？

男
女
共
同
参
画
社
会
っ
て
？

　
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、
男

性
も
女
性
も
、
お
互
い
を
尊
重

し
、
責
任
を
分
か
ち
合
い
、
性
別

に
関
わ
り
な
く
個
性
と
能
力
を
発

揮
で
き
る
社
会
の
こ
と
で
す
。

　
普
段
の
生
活
の
中
で
、
「
女
だ

か
ら
」
「
男
だ
か
ら
」
と
無
意
識

の
う
ち
に
性
別
で
決
め
つ
け
て
い

る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
人
口

減
少
と
高
齢
化
が
同
時
に
進
行
す

る
中
、
社
会
を
活
性
化
し
て
い
く

た
め
に
は
、
男
女
と
い
う
性
別
に

よ
っ
て
行
動
や
思
考
が
限
定
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
性
別
に
関
わ
り
な
く
誰
も
が
個

性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る

社
会
を
実
現
さ
せ
、
一
人
ひ
と
り

が
豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
し
て
い
く
社
会
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

ワ
ー
ク·

ラ
イ
フ·

バ
ラ
ン
ス

　
男
性
の
看
護
師
や
女
性
の
土
木

技
術
者
な
ど
、
性
別
に
と
ら
わ
れ

な
い
職
業
選
択
が
進
ん
で
き
ま
し

た
が
、
企
業
等
に
お
い
て
は
女
性

の
管
理
職
が
少
な
い
こ
と
や
、
出

産
な
ど
を
機
に
離
職
す
る
女
性
が

い
る
こ
と
な
ど
、
職
場
で
の
女
性

の
登
用
や
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支

援
が
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
と
言
え

ま
す
。
ま
た
、
長
ら
く
日
本
の
労

働
者
に
多
く
見
ら
れ
た
長
時
間
労

働
を
前
提
と
し
た
「
仕
事
優
先
」

の
働
き
方
を
見
直
し
、
「
仕
事
も

生
活
も
」
大
切
に
す
る
こ
と
も
必

要
で
す
。
働
き
方
を
見
直
し
、
自

分
に
合
っ
た
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
初
婚
年
齢
や
出
産
年
齢
が
上
昇

し
、
育
児
世
代
の
年
齢
が
上
が
っ

て
い
く
中
で
、
育
児
と
介
護
の
２

つ
の
ケ
ア
を
同
時
に
担
う
、
「
ダ

ブ
ル
ケ
ア
」
の
問
題
も
指
摘
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今

後
、
少
子
高
齢
化
が
更
に
進
行
し

て
い
く
中
で
、
ダ
ブ
ル
ケ
ア
を
経

験
す
る
人
の
割
合
は
増
加
し
て
い

く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
意
味
に
お
い
て
も
、
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
重
要

性
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
の 

　
　
　
　
近
年
の
あ
ゆ
み

　
急
激
な
人
口
減
少
へ
の
対
応
が

全
国
的
な
課
題
と
な
る
中
、
労
働

力
や
多
様
な
人
材
の
確
保
を
図
る

た
め
、
国
に
お
い
て
は
、
「
女
性

の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推

進
に
関
す
る
法
律
（
女
性
活
躍
推

進
法
）
」
の
制
定
や
、
「
第
４
次

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
に
お

い
て
男
性
中
心
型
労
働
慣
行
等
の

見
直
し
に
取
り
組
む
こ
と
を
盛

６
月
は
男
女
共
同
参
画
推
進
月
間

「
知
る 
学
ぶ 

考
え
る

　
　 
私
の
人
生 

私
が
つ
く
る
」
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男女共同参画特集

あ
な
た
の
男
女
共
同
参
画
度

は
？
リ
タ
ー
ン
！

　
下
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
、
あ

チェック項目
回答がケースバイケースや「分からない」場合はパスしてください

どちらかに〇（点数）
そう思う そうは思わない

1 家を継ぐのは長男でなくてもよい 1 0
2 夫婦共働きの場合、早く帰宅した方が家事をするのがよい 1 0
3 「おい」とか「あなた」と呼ぶよりも、互いに名前を呼び合うのがよい 1 0
4 親しい知人が、異性として生きたいと言ったら反対する 0 1
5 「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考えに賛成である 0 1
6 デートの費用は男性が多く負担するのがよい 0 1
7 看護師の仕事は、男性よりも女性に適している 0 1
8 自治会長は、男女の別なく務めることができる 1 0
9 来客へのお茶出しは、女性に任せた方がよい 0 1
10 親の介護は、夫より妻がメインで行った方がよい 0 1
11 「男子厨房に入らず」に賛成である 0 1
12 女性の上司は、抵抗がある 0 1
13 子どもの担任の先生との連絡は母親の役割である 0 1
14 女の子の就職は、できるだけ地元が望ましい 0 1
15 地域内の重要な会議には、男性が出席する方がよい 0 1
16 地域内の会議は、女性が発言しやすいように変える必要がある 1 0
17 子どもの進路については、本人の意思を尊重するのがよい 1 0
18 女性の幸せは、結婚をして子どもを産むことである 0 1
19 男女共同参画社会は、女性が優遇される社会である 0 1
20 「男らしさ」や「女らしさ」はあってもいい 1 0

小　　　　　計

総　　合　　計 　　　　　　/20

り
込
む
な
ど
、
『
一
億
総
活
躍
社

会
』
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
よ

り
、子
育
て
世
代
の
女
性
の
就
業

率
は
74
．３
%
ま
で
上
昇
し
、一
定

の
前
進
が
見
ら
れ
ま
す
。し
か
し

な
が
ら
、管
理
職
に
占
め
る
女
性

の
割
合
は
、13
．２
%
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、我
が
国
の
女
性
の
社
会

進
出
に
お
け
る
課
題
は
ま
だ
根
深

い
も
の
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
市
民
一
人

ひ
と
り
が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る

ま
ち
韮
崎
の
実
現
の
た
め
、
「
韮

崎
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
」

の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
平
成
25

年
３
月
に
「
第
２
次
男
女
共
同
参

画
推
進
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、

「
男
女
が
互
い
に
協
働
す
る
ま

ち
・
韮
崎
」
を
目
標
と
し
た
具
体

的
な
施
策
の
方
向
が
打
ち
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
女
性
活
躍
の
推
進
に
つ

い
て
行
政
機
関
と
し
て
リ
ー
ド
し

て
い
く
た
め
に
、
本
市
に
お
い
て

も
今
年
度
は
女
性
教
育
長
や
３
名

の
女
性
課
長
職
の
登
用
を
行
い
、

女
性
の
き
め
細
や
か
な
視
点
を
市

政
推
進
に
積
極
的
に
取
り
入
れ
て

い
き
ま
す
。

な
た
自
身
の
男
女
共
同
参
画
度
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
「
そ
う
思
う
」か「
そ
う
は
思
わ

な
い
」の
ど
ち
ら
か
に
○
を
つ
け

て
点
数
を
計
算
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。今
回
初
め
て
の
方
は
も
ち
ろ

ん
、昨
年
チ
ェッ
ク
し
た
方
も
得
点

の
変
化
を
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。得
点
の
高
い
方
は
、男
女
共
同

参
画
の
意
識
が
高
い
方
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。そ
の
よ
う
な
考
え
方

や
行
動
を
、子
ど
も
た
ち
や
近
隣

の
人
に
も
広
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
得
点
の
低
い
方
は
、
普

段
か
ら
性
別
に
よ
る
役
割
分
担
へ

の
こ
だ
わ
り
が
強
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
も
っ
と
暮
ら
し
や
す
い
社

会
を
つ
く
る
た
め
、
ほ
ん
の
少

し
、
考
え
方
や
行
動
を
見
直
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

誰
し
も
が
家
庭
や
地
域
な
ど

様
々
な
場
所
で
、
い
ろ
い
ろ
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
お
互
い
に

納
得
し
た
う
え
で
の
役
割
分
担
な

ら
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
性
別
に

よ
り
役
割
を
分
担
し
て
い
く
こ

と
は
避
け
た
い
も
の
で
す
。「
男

（
女
）だ
か
ら
…
」「
今
ま
で
そ
う

で
あ
っ
た
か
ら
…
」
な
ど
性
別
や

慣
習
で
決
め
つ
け
た
役
割
は
な
く

し
、
す
べ
て
の
人
が
活
躍
で
き
る

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向

け
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

が
出
来
る
こ
と
を
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
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男女共同参画 特集

　平成18年4月に韮崎市男女共同参画社会推進条例が施行されるとともに、本委員会が設立されて以
来、2年に一度、活動結果を市長に提言してきました。しかしながら、「男女共同参画」という言葉自
体と、その理念や目的に理解しにくい一面があり、推進委員の活動テーマもスローガンにとどまる状況
もありました。そこで東日本大震災を教訓に韮崎市で「男女が互いに認め合い、協働するまち・にらさ
き」を目的とした方針が打ち出されたことに合わせて、本委員会の活動方針も、一人ひとりが身近な暮
らしをよりよくすることをテーマとして取り組むこととしました。
　具体的には、推進委員が私たちの足元にある様々な課題を捉え、それらに関する地域社会や生活の中
の実態を把握・整理し、先進地事例なども参考に対策案の考察に取り組んでいます。
　これまで「防災・減災」、「景観」、「環境」をテーマとしてそれぞれ2か年取り組んできました。

▲リユース食器の作成

▲グループ討議

【特集記事の監修】市男女共同参画策定・推進アドバイザー　向山 建生 氏

～身近な暮らしの課題を捉える～
韮崎市男女共同参画推進委員会の取り組み

平成24・25年度の活動  テーマ「防災・減災のまちづくり」
　平成23年の東日本大震災の教
訓から、災害時における男女協働
の必要性が再認識されました。そ
こで委員会では、地域住民の自主
的な避難所運営や、いざという時
に役立つ知識と技能を有する地域
減災リーダーの育成に参加し、減
災力の強いまちづくりの提言を行
いました。

平成26・27年度の活動  テーマ「景観のまちづくり」

　平成16年に国が景観法を定
め、市では平成25年に「韮崎市
景観計画」が策定されました。そ
れを受け委員会では、実際にまち
なかを歩き、良好と劣悪な景観の
視点から建物や構造物等の調査を
行い、美しく魅力的なまちづくり
への提言を行いました。

平成28・29年度の活動  テーマ「環境のまちづくり」

　平成27年に市で「ごみ減量ア
クションプラン」が策定されたこ
とを受け、委員会では「燃えるゴ
ミ」と「生ゴミ」の２チームに分
かれて、先進地事例の研究や委員
が家庭で実験を行い、アイデアを
出し合うことで、ゴミ削減目標達
成に向けた提言を行いました。

▲炊出し訓練

▲韮崎市景観計画の学習

▲エコパークたつおか見学

▲まち歩き
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■日　　時　６月22日（土）13時30分～16時
■会　　場　甲府市総合市民会館（甲府市青沼3-5-44）
■講　　師　萩原　なつ子氏（立教大学社会学部／大学院21世紀社会デザイン研究科教授）
■申込み・問い合わせ　山梨県 県民生活・男女参画課　☎055-223-1358

　やまなし男（ひと）と女（ひと）とのフォーラム開催
無料託児

あり
（要予約）

参加費
無料

平
成
30
年
度
の
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
（
実
績
）

 

① 

男
女
共
同
参
画
に

　

  

関
す
る
基
本
的
学
習

 

② 

テ
ー
マ
に
基
づ
い
た

　

  

グ
ル
ー
プ
活
動

 

③ 

男
性
の
た
め
の

　

  

料
理
教
室
の
開
催

 

④ 

男
女
共
同
参
画

　

  

モ
デ
ル
家
庭
の
認
定

 

⑤ 

男
女
共
同
参
画

　

  

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

　

本
委
員
会
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で

あ
る
向
山
建
生
先
生
に
よ
る
学
習

会
や
、各
種
研
修
会
の
参
加
に
よ

り
、男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
基

本
的
な
考
え
方
や
推
進
委
員
と
し

て
の
姿
勢
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

２
つ
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
課

題
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
Ａ

チ
ー
ム
は
「
家
族
の
こ
う
あ
り
た

い
対
応
」
、
Ｂ
チ
ー
ム
は
「
地
域

と
し
て
で
き
る
こ
と
」
に
つ
い
て

取
り
組
み
ま
し
た
。
全
国
各
地
の

事
例
の
収
集
や
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、
共
助
の
ま
ち
づ
く
り
を
目

　

男
性
の
家
事
自
立
を
目
的
と
し

た
男
性
の
た
め
の
料
理
教
室
。調

理
師
免
許
を
持
つ
委
員
が
講
師
と

な
り
、普
段
は
料
理
を
し
な
い
委

員
は
料
理
に
慣
れ
て
い
る
委
員
の

手
助
け
を
受
け
な
が
ら
、楽
し
く

料
理
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
夫
婦
が
お
互
い
の

役
割
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

夫
婦
で
協
力
し
合
っ
て
家
事
を
す

る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

支
え
合
い
、
思
い
や
り
の
心
を

持
っ
て
お
互
い
を
尊
重
す
る
家
庭

　

１
月
に
は
委
員
会
活
動
の
成

果
を
発
表
す
る
男
女
共
同
参
画

指
す
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
検

討
を
重
ね
ま
し
た
。

づ
く
り
を
目
指
し
、
代
表
的
な
家

事
に
つ
い
て
夫
婦
が
ど
の
よ
う
に

家
事
を
分
担
し
て
い
る
か
取
り
組

み
、
お
互
い
を
評
価
す
る
も
の
で

す
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

一
年
間
取
り
組
ん
で
き
た
活

動
成
果
の
発

表
、
寸
劇

「
い
ざ
と
い

う
時
、
助
か

る
人
、
助
か

ら
な
い
人
」

の
発
表
や
講

師
を
招
い
た

基
調
講
演
な

ど
を
行
い
ま

し
た
。

男女共同参画特集

　自然災害は全国各地で起こり、私たちはいつ災害に巻き
込まれるかわかりません。特に近年は、台風や局地的豪雨
などによる災害が毎年のように発生しています。
　例えば台風が発生し、いよいよ避難が必要となった際、
皆さんの暮らす地域の中で、助けが必要な人がどれだけい
るか把握できていますか？
　私たちは、男女が共にまちづくりをすることを目指して
います。男女の多様な意見と、地域住民の立場から、災害
時において、家庭内や地域内にいる避難行動の出来ない人
をどう支援できるかについて考え、「災害時に地域で助け
合うことのできるまちづくり」を目指すため、このテーマ
に取り組んでいます。
　今年度末には取り組みの成果を市長へ提言をすることと
なりますので、引き続き検討を重ねていきます。
　今後も、私たち韮崎市男女共同参画推進委員会は、多く
の市民の皆さんと共に考え、行動することを目指します。

 平成 30・令和元年度テーマ
「災害時における地域の助け合い」
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財政状況

主な歳入の経緯

　令和元年度の一般会計当初予算と各種主要事業については、広報4月号にてお知らせしましたので、今回
は予算の推移を年度ごとに見ていきます。

　市税については、前年度から引き続き増加しており、前年度
比で約8億4千万円の増額、地方交付税については、市税の増
収により、7億6千万円減額した予算額を計上しています。
　市債借入額については、甘利小学校大規模改修事業や再編保
育園・藤井公民館整備事業等が完了したこと、普通交付税の代
替財源である臨時財政対策債が減となったことなどに伴い、前
年度比で約4億7千万円減額して計上しています。
　なお、歳入に占める
自主財源（市税や使用
料等の市が自主的に収
入を得ることができる
財源） 比率について
は、市税の収入増によ
り、前年度比で7.9ポイ
ント上昇しています。 

歳入予算額の推移

令和元年度当初予算状況

　この「財政状況の公表」は、市の財政がどのように運営され、どのような状況にあるかを市民の皆さ
んに広く知っていただくため、毎年６月と11月の広報により公表しているものです。
　今回は、令和元年度当初予算の編成状況のほか、平成30年度最終予算の状況について、その概要を
公表します。
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3,000

4,000

5,000

6,000

7,000 60

30

40

50

（百万円） （自主財源比率%）

H29年度
（予算）

H30年度
（予算）

R元年度
（予算）

自主財源比率

市税

地方交付税

市債

韮崎市の
 財政状況を公表
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1,021
1,010
1,739
785

5,041

812

2,353

1,493
884
736
1,548
753

5,877

823
1,593

1,719
1,018
1,106
1,074
871

その他
市債
繰入金
県支出金
国庫支出金
地方交付税
地方譲与税等
市税

H29年度
14,145

H30年度
13,620

R元年度
14,081

（単位：百万円）
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財政状況

　教育費は、中田屋内運動場の新築や学校給食費
の公会計化などに伴い前年度比約6億2千万円増
額し、民生費は、すみれ韮崎保育園の園舎建替に
かかる補助金の増や医療費無償の対象年齢の18
歳への引き上げなどにより約1億9千万円増額し
ています。
　一方、消防費は、防災行政無線デジタル化推進
事業費の減などにより前年度比約2億7千万円減
額し、衛生費は、分べん取扱施設誘致助成事業の
終了などに伴い約7千万円減額しています。

　物件費は、学校給食費の公会計化や市の公式
ホームページのリニューアルなどにより前年度比
約2億円増額、補助費等は、すみれ韮崎保育園の
園舎建替にかかる補助金などに伴い約1億5千万
円増額しています。
　他方、人件費は、職員の退職手当の減などによ
り前年度比約1億1千万円減額、公債費は、平成
10年に発行した保健福祉センターの建設事業債
や減税補てん債の償還が平成30年度で終了した
ことなどにより約4千万円減額しています。

市の経費を行政目的によって分けた場合

市の経費を経済的性質によって分けた場合

歳出予算額【目的別】の推移

歳出予算額【性質別】の推移

H29年度
14,145

H30年度
13,620

R元年度
14,081

（単位：百万円）
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H29年度
14,145

H30年度
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（単位：百万円）

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

1,871

2,519

2,273

2,239

1,601

1,496

1,846

300

1,894

2,466

2,176

1,779

1,526

1,515

1,986

278

1,788

2,671

2,263

1,863

1,614

1,473

2,139

270270300 278

議会費 市議会議員の報酬や市議会の活動に必要な経費

総務費 庁舎や財産の維持管理、税金の収納、戸籍管理、選
挙、統計などに必要な経費

民生費 高齢者、障がい者、児童などの福祉の増進に必要な
経費

衛生費 健康診断やごみ処理など、保健や環境衛生のための
経費

農林水産業費 農業・畜産の振興や基盤整備などに必要な経費

土木費 道路や河川、公園などの整備・維持管理のための経費

消防費 消防団の活動や消防施設の整備、災害対策などに必
要な経費

教育費 小・中学校の運営や生涯学習・スポーツの振興など
に必要な経費

公債費 市債（市の借金）を返済するためのお金

商工費 商工業や観光の振興などに必要な経費

労働費 労働者福祉対策、雇用対策などに必要な経費

			 

人件費 市の職員の給料や各種委員の報酬等の経費

物件費 指定管理委託料、光熱水費等の需用費、臨時職員等
の賃金など消費的性質をもつ経費

扶助費 生活保護、児童手当、医療費助成など住民福祉を支
えるための経費

補助費等 峡北広域行政事務組合や各種団体への負担金、補助
金の経費

普通建設
事業費 道路や水路整備、教育施設整備などの工事等の経費

公債費 市債（市の借金）を返済する経費

繰出金 国民健康保険特別会計、下水道事業特別会計等の運
営を支援する経費

積立金 基金（市の貯金）に積み立てる経費

維持補修費 建物や備品を修理する経費
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財政状況

　一般会計の市債の残高については、平成30年度は防
災行政無線のデジタル化推進事業、再編保育園・藤井公
民館整備事業、甘利小学校大規模改修事業など投資的
事業が集中し、前年度と比較すると6億円増加していま
す。しかし、これらの市債は、元利償還金（借金返済
額）が地方交付税にて補てんされますので、市が負担す
る実質償還残高は3億円の増加となっています。
　その他の会計の市債残高については、ほぼ横ばいと
なっていますが、水道事業会計のみ管路耐震化工事や甘
利第３配水池築造工事を進めている影響で、市債の残高
が、1億円増えました。
　なお、市債は市の借金であるため、借入れについて
は、より一層の注意を払っていきます。 

特
別
会
計

企
業
会
計

※一般会計歳出総額を4月1日現在の人口（29,568人）で割った額を市民サービス額としています。
※市税総収入額を4月1日現在の人口で割った額を市税負担額としています。

（単位：千円） （単位：千円）

（単位：千円）

会計名 予算額 うち一般会計繰入金
国民健康保険 3,038,767 209,474
後期高齢者医療 325,277 80,124
簡易水道 29,408 4,017
下水道事業 1,448,907 606,093
介護保険 2,719,232 446,953

会計名 予算額 うち一般会計繰入金

介護サービス事業 7,680 5,802

恩賜林保護財産区
（第一鈴嵐外5会計） 1,200 ー

青木御座石財産区 538 ー

会計名 区分 予算現額 収入のうち 
一般会計補助金 資本的収支補てん財源

韮崎市立病院事業

収益的収入 2,295,780

237,616 過年度損益勘
定留保資金 44,447

収益的支出 2,445,430
資本的収入 184,201
資本的支出 228,648

韮崎市水道事業

収益的収入 888,775

207,123 

当年度消費税
及び地方消費
税資本的収支
調整額

24,488
収益的支出 888,775

資本的収入 384,443 過年度損益勘
定留保資金 126,133

資本的支出 535,064

特別会計と企業会計の令和元年度当初予算状況

令和元年度当初予算における市民一人当たりの市民サービス額と市税負担額

市債（市の借金）残高の状況

市民サービス
476,224円 

市税負担額
198,775円

市民税
105,759円

固定資産税
79,702円

市たばこ税　7,778円
軽自動車税　4,042円

入湯税　 302円
都市計画税　1,192円

H29年度
309億円

H30年度
314億円

R元年度（予定）
314億円

（億円）

182 190
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188 192 191
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27
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病院

水道

下水道

うち臨時財政対策債

実質償還残高

交付税で補てんされる額

一般会計

平成30年度末
（見込み）

市民一人あたりの借金残高は106万1千円
（対前年度比2万7千円増）、交付税等で補て
んされる額を除く残高は41万1千円（対前
年度比1万円増）となる見込みです。
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財政状況

（単位：千円）平成30年度主な繰越事業平成31年３月31日現在（単位：千円）

　予算は年度ごとに決められていますが、特殊
な事情等で年度内に支出できない場合、議会の
承認を経て翌年度に予算を執行することができ
ます。これを予算の繰越といいます。
　平成30年度の繰越事業は、主に普通建設事
業費であり、関係機関との協議などにより、工
期が延長になった事業を繰り越すものです。

（単位：千円）

会計名 最終予算現額 支出済額 差引額

一般会計 14,976,841 10,383,086 4,593,755

特別会計 7,393,010 6,304,880 1,088,130

内
　
　
訳

国民健康保険 3,040,057 2,928,454 111,603

後期高齢者医療 312,046 247,776 64,270

簡易水道 151,929 26,771 125,158

下水道事業 1,286,857 886,863 399,994

介護保険 2,587,676 2,201,630 386,046

介護サービス事業 6,964 6,809 155

恩賜林保護財産区 
（第一鈴嵐外５会計） 1,196 453 743

青木御座石財産区 6,285 6,124 161

合　　計 22,369,851 16,687,966 5,681,885

事業名 金額

県営畑地帯総合土地改良事業 20,625 

県営中山間地域総合整備事業 6,450 

県営経営体育成基盤整備事業 3,150

県営農業用河川工作物等応急対策
事業 1,856

県営農業競争力強化整備事業 24,250 

県営農村地域防災減災事業 15,730 

市単独道路整備事業 9,264 

堀切橋拡幅整備事業 168,460

地区公民館管理運営事業 3,932

総合運動場管理運営事業 6,480

農地等災害復旧事業 18,460

その他（県営かんがい排水事業、
県営広域農道整備事業等） 2,170

繰越事業費計 280,827 

企業会計名 区分 最終予算現額 執行済額 資本的支出等補てん財源 業務量

韮崎市立 
病院事業

収益的収入 2,447,322 2,501,696 過年度損益勘定
留保資金 44,274

延患者数（人）

収益的支出 2,561,862 2,486,695 入　　　　院
うち包括ケア
う  ち  介  護
外　　　　来

計

46,052
11,847
4,612

66,706
112,758

資本的収入 63,841 65,280 当年度消費税及
び地方消費税資
本的収支調整額

98
資本的支出 113,381 109,652

韮 崎 市 
水道事業

収益的収入 900,529 911,608 過年度損益勘定
留保資金 143,246 配 水 量 	 （㎥）

有収水量	（㎥）
給水戸数	（戸）
給水人口	（人）

4,981,700
3,163,040

11,423
26,310

収益的支出 900,529 873,815

資本的収入 408,413 349,583 当年度消費税及
び地方消費税資
本的収支調整額

17,997
資本的支出 577,653 510,826

平成 30 年度最終予算状況

平成30年度最終予算状況
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水道週間・市営墓地の貸し出し

　生活の一部として、あたりまえのように使われている水道。蛇口をひ
ねれば、いつでもどこでも簡単に出てくる「安全でおいしい水」を供給
するため、水源地から蛇口まで多くの人が関わり、日々の生活や産業を
支えています。あまりに身近で、気にかけることが少ない水道水ですが、
近年、地震等の災害に強い水道づくりが必要になってきています。水道
の大切さについて、この水道週間を機会に考えてみませんか。

　水道管の耐震化工事へのご協力とご理解を
　市では、水道管の耐震化工事を継続的に行っています。
　水道の総管路のうち、特に重要とされる管路を基幹管路と定め、計画
的に実施しています。工事に際しまして、交通や騒音等でご迷惑をおか
けしますが、ご理解ご協力をお願いします。

　メーター検針にご協力を
　水道メーターの検針を、２か月ごとに行っています。安全で正確な検針ができるよう、次のことに注意し
てメーターまわりを一度点検してください。
　①メーターボックスの上に、物を置かない。　　②メーターボックスの中や周りをきれいにする。 
　③犬は放し飼いにせず、出入口やメーターボックスから離れた場所につなぐ。 

　宅内の漏水チェックを
　漏水かな？と思ったときは、家中のすべての蛇口を閉めた状態で、水道メーター
についているパイロットを確認してください。パイロットが回っていれば、どこか
で水漏れが発生していますので、次の連絡先へ、すぐに修理を依頼してください。
☆漏水修理の際の連絡先　韮崎市上水道工事協同組合　☎22-3136
※水道メーターは、青か茶か黒のふたのボックスの中にあります。
　（高層アパート等は、各部屋の近くのパイプシャフトの中にある場合もあります。）
■問い合わせ　上下水道課 水道管理担当（内線616・617）

出典：（公社）日本水道協会

いつものむ　いつもの水に　日々感謝

６月1日から７日までは水道週間

　
市
で
は
、
墓
地
が
不
要
に
な
っ

た
方
か
ら
返
還
さ
れ
た
市
営
墓
地

（
２
区
画
）
を
貸
し
出
し
ま
す
。

■
所
在
地
・
区
画
数

・
富
士
見
ケ
丘
一
丁
目
地
内

　
（
新
府
墓
地
）　

２
区
画

※
申
請
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

　
な
り
ま
す
。

※
重
複
当
選
を
避
け
る
た
め
、
申

　
請
は
１
世
帯
１
区
画
ま
で
と
さ

　
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
永
代
使
用
料

　
新
府
墓
地　

 

１
区
画 

35
万
円 

■
使
用
者
の
条
件

　
申
請
時
点
で
韮
崎
市
に
住
所
を

有
す
る
者

■
受
付
期
間

　
６
月
３
日
（
月
）
～
21
日
（
金
）

　
平
日
の
８
時
30
分
～
17
時
15
分

■
申
請
方
法

　
受
付
期
間
中
に
、
必
要
書
類
を

市
民
生
活
課
生
活
環
境
担
当
に
直

接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
書
類

　
市
営
墓
地
使
用
許
可
申
請
書

※
提
出
の
際
に
は
印
鑑
を
お
持
ち

　
く
だ
さ
い
。

※
申
請
者
本
人
が
窓
口
に
来
ら
れ

　
な
い
場
合
は
、
委
任
状
が
必
要

　
と
な
り
ま
す
。

※
申
請
書
と
委
任
状
は
、
市
民
生

　
活
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
か
ら
取
得
で
き
ま
す
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
市
民
生
活
課
生
活
環
境
担
当

（
内
線
１
３
１
・
１
３
２
）

市
営
墓
地
を
貸
し
出
し
ま
す

パイロット（銀色）
このコマが回るかどうか
しばらく見てください。
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各種手当額の変更・児童手当の現況届

　
児
童
手
当
の
現
況
届
は
、
受
給

者
の
様
々
な
状
況
を
確
認
し
、
適

正
に
児
童
手
当
を
支
給
す
る
た
め

に
大
変
重
要
な
届
出
で
す
。

　

現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合

は
、
支
給
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
必
ず
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
提
出
の
対
象
者

　
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て

い
る
全
て
の
方
（
公
務
員
を
除
く
）

※
対
象
者
に
は
「
現
況
届
」
を
送

　
付
し
ま
す
の
で
、
期
限
内
に
必

　
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
５
月
以
降
に
初
め
て
韮
崎
市
に

申
請
し
た
方
（
５
月
に
第
一
子

が
生
ま
れ
た
方
、
ま
た
は
５
月

に
転
入
し
た
方
）
は
対
象
外
で
す
。

■
提
出
書
類

・
現
況
届

・
受
給
者
の
健
康
保
険
証
の
写
し

　
（
国
民
健
康
保
険
の
方
は
不
要
）

※
そ
の
他
、
受
給
理
由
に
特
別
な

事
由
が
あ
る
方
は
、
必
要
に
応

じ
て
書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
提
出
期
限　
６
月
28
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課 

子
育
て
支
援
担
当

（
内
線
１
７
５
・
１
７
９
）

「
児
童
手
当
」の
受
給
継
続
に
は
、

現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
！

　全国消費者物価指数の変動にともない、2019 年度の手当額が下表のとおり変更されます。
　特別児童扶養手当・特別障害者手当・障害児福祉手当の受給には所得制限があります。そのため、これら
の手当を受給している方は、毎年、所得状況届を提出していただく必要があります。
　8 月上旬に対象者の方へ、市から届出用紙を送付しますので、指定期日までに提出をお願いします。
　所得状況届の提出がない場合には、8 月以降の手当が差し止められることもありますのでご注意ください。

特別児童扶養手当 ･特別障害者手当 ･障害児福祉手当の額を変更

2018年度 
（2019年3月分まで）

2019年度 
（2019年4月分から） 支給月

特別児童扶養手当（１級） 51,700円 52,200円
4・8・11月

特別児童扶養手当（２級） 34,430円 34,770円
特別障害者手当 26,940円 27,200円 2・5・8・11月
障害児福祉手当 14,650円 14,790円 2・5・8・11月

※特別児童扶養手当は、2019年８月支払（2019年４月～７月分）から変
更になります。

※特別障害者手当・障害児福祉手当は、2019年５月支払（2019年２・３
月分は変更前の額、2019年４月分は変更後の額）から変更になります。

■問い合わせ　福祉課 障がい福祉担当（内線182・183）

　麻しんは毎年春から夏にかけて流行します。

●麻しんとは・・・
　感染力が非常に強く、感染すると発熱や
咳、鼻水などの風邪症状が現れ、その後高
熱と発疹を伴う感染症です。

●予防するには・・・
　予防接種が有効と言われています。なお、
公費接種の対象年齢は次のとおりですので、
できる限り早めに接種をしてください。

■対象者
麻しん風しん混合ワクチン
１期　生後12か月～24か月未満
　　　（２歳の誕生日前日まで）
※１歳になったら、なるべく早く接種しま

しょう。
２期　小学校就学前の１年間（年長児）
※できる限り６月までに接種しましょう。
※対象者には予診票を送らせていただきま

した。
■問い合わせ
　健康づくり課 健康増進担当　☎23-4310

麻しん（はしか）に
ご注意ください！

■
講
座
受
講
対
象
者

・
韮
崎
市
在
住
の
方

・
子
育
て
支
援
に
関
心
の
あ
る
方

・
子
ど
も
が
好
き
な
方

■
日
時　
６
月
12
日（
水
）、

　
13
日（
木
）、14
日（
金
）、

　
19
日（
水
）、20
日（
木
）、

　
21
日（
金
）　
10
時
～
15
時

■
場
所

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　
２
階

に
ら
★
ち
び
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

■
問
い
合
わ
せ

　
韮
崎
市
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
　
　
　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
韮
崎
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　

☎
２
３
‐
７
６
７
６

子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
受
講
生
募
集
！
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中山間地域等直接支払制度

　
平
成
30
年
度
に
実
施
し
た

集
落
の
活
動
状
況
を
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
実

施
要
領
第
12
お
よ
び
同
実
施

要
領
の
運
用
第
16
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

■
概
要

　
平
地
に
比
べ

自
然
的
・
経
済

的
・
社
会
的
条
件
が
不
利
な

中
山
間
地
域
等
に
お
い
て
、

農
業
者
の
高
齢
化
・
耕
作
放

棄
地
の
増
加
が
深
刻
化
す
る

中
、
担
い
手
農
業
者
の
確
保

や
農
地
の
多
面
的
機
能
を
確

保
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
た
集
落
の
取
り
組
み
に
対

し
、
国
・
県
・
市
が
支
援
す

る
制
度
で
す
。

■
要
件

　
特
定
農
山
村
法
な
ど
の
地

域
振
興
８
法
地
域
の
傾
斜
農

用
地
を
対
象
に
、
該
当
す
る

集
落
と
市
が
５
年
以
上
継
続

し
て
行
わ
れ
る
農
業
生
産
活

動
等
を
定
め
た
集
落
協
定
を

締
結
し
、
取
り
組
み
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
産
業
観
光
課

　
　
　
　
　
農
林
振
興
担
当

（
内
線
２
２
４
）

農地の賃借料を公表
　平成30年１月から12月までに締結（公告）され
た賃貸借における賃借料水準（10a当たり）を別表
２のとおり公表します。
※この情報はあくまで参考であり、実際の契約に関

する賃貸料は、貸し手・借り手が
よく話し合って決めてください。

■問い合わせ
　農業委員会事務局（内線 226）

農作業雇用労賃【標準額】を決定
　平成31年度の農作業雇用労賃【標準額】を別表
１のとおり決定しました。
※標準的な料金を示すものであり、圃場条件や作業

条件など勘案して当事者間の協議により
決定することを前提としています。作業
項目にない作業についても協議のうえで
決定してください。

地域
区分

協定
集落名

認定
年月日

協定参加者（人） 協定農用地
交付金額（円）

配分割合（％）
農業生産活動等の実施状況農業者 非農業者 面積（㎡） 共同活動 農業者

特認
地域 三ツ澤 H27.9.25 105 30 143,069 2,380,469 100 0

・農地法面の崩壊の未然防止等 
・水路、農道等の維持管理等 
・景観作物の作付け等

特認地域合計（Ａ） 105 30 143,069 2,380,469

法指定
地域

折　居 H27.9.25 46 8 108,247 1,818,549 50 50
・耕作放棄地対策等 
・水路、農道等の維持管理等 
・周辺林地の下草刈り等

御　杉 H27.9.25 32 1 98,499 1,654,783 50 50
・農地法面の崩壊の未然防止等 
・水路、農道等の維持管理等 
・周辺林地の下草刈り等

武　田 H27.9.25 40 0 91,643 1,539,602 50 50
・農地法面の崩壊の未然防止等 
・水路、農道等の維持管理等 
・景観作物の作付け等

北宮地 H27.9.25 45 32 166,297 2,793,789 50 50
・農地法面の崩壊の未然防止等 
・水路、農道等の維持管理等 
・周辺林地の下草刈り、景観作物の作付け等

上円井 H27.9.25 61 0 288,067 6,049,407 68 32
・農地法面の崩壊の未然防止等 
・水路、農道等の維持管理等 
・周辺林地の下草刈り等

下円井 H27.9.25 30 6 63,194 1,061,659 50 50
・農地法面の崩壊の未然防止等 
・水路、農道等の維持管理等 
・周辺林地の下草刈り等

中　谷 H27.9.25 50 10 134,352 3,443,922 50 50
・農地法面の崩壊の未然防止等 
・水路、農道等の維持管理等 
・周辺林地の下草刈り、棚田オーナー制度実施等

入戸野 H27.9.25 26 0 75,358 1,266,014 50 50
・農地法面の崩壊の未然防止等 
・水路、農道等の維持管理等 
・周辺林地の下草刈り等

鍋　山 H27.9.25 49 0 217,415 3,652,572 50 50
・農地法面の崩壊の未然防止等 
・水路、農道等の維持管理等 
・景観作物の作付け等

青　木 H27.9.25 59 66 115,824 1,945,843 50 50
・農地法面の崩壊の未然防止等 
・水路、農道等の維持管理等 
・周辺林地の下草刈り等

法指定地域合計（Ｂ） 438 123 1,358,896 25,226,140
総合計（Ａ）＋（Ｂ） 543 153 1,501,965 27,606,609

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
概
要
お
よ
び
実
施
状
況

区分 単位 作業内容 標準額

耕耘 10ａ
耕起　　 8,000円

代掻（耕起してある場合） 8,000円
代掻（耕起してない場合） 16,000円

機械田植え 10ａ 8,000円
稲刈り（バインダー） 10ａ （ヒモ代別）　 8,000円

脱穀機 10ａ （自脱） 8,500円
コンバイン作業 10ａ 刈取り脱穀（ヒモ代別） 16,500円

乾燥・籾摺り 30㎏
乾燥（米） 600円
乾燥（麦） 700円

籾摺り 300円
一般農作業 1日 ８時間 7,200円

※労働時間は、１日８時間を基準とする。			 
※機械作業は、燃料代を含むものとする。			 

※１　データ数は、集計に用いた筆数です。
※２　斜線部分は、データ数が少ないため算出できません。５件以上の
　　　データを基に算出しています。
※３　賃借料は、算出結果を四捨五入し100円単位で表したものです。

[別表1]　平成31年度農作業雇用労賃（標準額） [別表2]　韮崎市賃借料情報
対象の部 地域名 平均額 最高額 最低額 データ数

田（水稲）

韮崎市
全域

8,400円 13,600円 2,800円 73
畑・普通畑 12,900円 15,000円 10,300円 27
畑・樹園地 

（桃・葡萄・林檎） 18,500円 21,400円 5,000円 120

畑・樹園地 
（その他果樹）

牧草畑
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移動販売車・合同就職ガイダンス

　日常の買物の支援として、移動販売車の巡回事業を実施していますが、巡回場所・時間等を
一部変更しました。月曜日から金曜日まで、市内各所を巡回していますので、皆さんぜひご利用ください。
　詳細は、市ホームページでご確認いただくか、産業観光課商工労政担当までお問い合わせください。

移動販売車巡回時刻表

　６月３日から移動販売車の
　巡回ルートが新しくなります！

月曜日
（穂坂地区）

火曜日
（神山・清哲・円野地区）

水曜日
（旭地区）

木曜日
（大草・竜岡地区）

金曜日
（中田・穴山等地区）

10:00 柳平地区
（小針久則様宅前広場） 御堂公民館 旭団地公民館 若尾団地自治会館 中條公民館

10:30 宮久保公民館 鍋山公民館 北原公民館 若尾公民館 中條団地集会場

11:00 三之蔵公民館 神山町体育館前 山口公民館 大草ふれあいセンター 中條上野公民館

11:30 日之城集会所 泉勝院 金山神社 西割公民館 石水公民館

12:30 上の原地区ちびっこ広場 御杉公民館 富士見ヶ丘公民館 
宮下公民館

小曽根公民館

中割公民館北 伊藤窪公民館

13:00 穂坂郵便局
穂坂小学校

三ツ沢公民館

近戸神社前 竜岡中央公民館 夏目公民館

13:30 青木道祖神南 鍛冶屋公会堂 真葛道祖神前 次第窪公民館

14:00 原公民館 折居公民館 すずらん団地集会所 みだいスカイタウン 重久公民館

14:30 - 市営清哲団地 竹ノ内集会場 越道公民館 久保公民館

15:00 坂井公民館 下円井公民館 県営住宅旭団地 竜岡サンステージ 市営一ツ谷住宅

15:30 上野公民館 宇波円井公民館 韮崎市役所 坂の上公民館 市営水神住宅

16:00 上円井農事集会場 サンコーポラス竜岡

※時間や場所はあくまで目安です。天候や道路の状況により時間や場所が予告無く変更になる場合がありますのでご了承ください。
※この時刻表は６月３日から適用されます。

合
同
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
開
催
!!

韮
崎
市
・
北
杜
市

　
市
で
は
、来
年
度
新
卒
予
定
者

お
よ
び
一
般
求
職
者
の
就
職
と
企

業
の
人
材
確
保
を
支
援
す
る
た

め
、「
韮
崎
市・北
杜
市
合
同
就
職

ガ
イ
ダ
ン
ス
」を
開
催
し
ま
す
。

　
就
職
を
希
望
さ
れ
る
多
く
の
皆

さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

 

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
概
要

■
開
催
日　
７
月
６
日
（
土
）

　
　
　
　
　
13
時
～
16
時

 　
　

  

（
12
時
20
分
受
付
開
始
）

■
場
所

　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
３
階

　
多
目
的
ホ
ー
ル

■
参
加
費
等

　
・
参
加
費
無
料

　
（
交
通
費
等
は
参
加
者
負
担
）

　
・
服
装
自
由

　
・
託
児
あ
り
（
要
予
約
）

■
対
象
者

　

２
０
２
０
年
新
卒
予
定
者
（
大

学
、
短
期
大
学
、
専
修
学
校
）
、

未
就
職
者
、
再
就
職
希
望
者
、
Ｕ

Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
者
そ
の
他
全
て
の
求

職
者

■
参
加
企
業

　
韮
崎
市
お
よ
び
北
杜
市
内
に
事

業
所
、
店
舗
等
が
あ
る
企
業
30
社

程
度
予
定

 

実
施
内
容

●	

会
場
内
の
企
業
ブ
ー
ス
で
企

業
の
担
当
者
と
面
接
等
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●	

就
職
相
談

コ
ー
ナ
ー

に
お
い
て

専
門
の
相

談
員
へ
相

談
す
る
こ

と
が
で
き

ま
す
。

 

参
加
方
法

●	

事
前
申
込
は
不
要
で
す
が
、

託
児
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●	

履
歴
書
を
持
参
し
、
会
場
で

受
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
複
数
企
業
と
の
面
接
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
複
数
枚
用
意

し
て
く
だ
さ
い
。

●	

事
前
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求

職
申
込
を
し
て
お
く
と
、
当

日
の
受
付
が
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
ま
す
。
（
登
録
済
み
の
方

は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
カ
ー
ド
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
）

■
問
い
合
わ
せ

　
産
業
観
光
課 

商
工
労
政
担
当

　
　
（
内
線
２
１
５
・
２
１
６
）

■問い合わせ　産業観光課 商工労政担当（内線 215）
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議会報告会・サンクスデー

　
新
た
な
門
出
を
祝
う
式
典
後

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等
を
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
し
、
20
歳
の
思
い
出

を
自
分
た
ち
の
手
で
作
り
上
げ

て
み
ま
せ
ん
か
？
気
の
合
う
仲

間
や
個
人
で
の

参
加
も
大
歓
迎

で
す
。

■
応
募
資
格

　

令
和
２
年
１
月
12
日
（
日
）

開
催
の
本
市
の
成
人
式
に
出
席

（
平
成
11
年
４
月
２
日
～
平
成
12

年
４
月
１
日
生
）
の
者
で
平
日
19

時
よ
り
市
役
所
で
数
回
行
う
実
行

委
員
会
に
参
加
で
き
る
者

■
募
集
定
員　
10
名
程
度

■
応
募
方
法　
住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
・
電
話
番
号（
携

帯
可
）・メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

記
入
し
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
ま
た
は
窓
口
の
い
ず

れ
か
で
申
込
み

■
応
募
期
限

　
６
月
28
日
（
金
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
生
涯
学
習
担
当

　
　
　
　
（
内
線
２
６
７
）

　
　
　
　

２
３
‐
１
２
１
５

kyouiku@
city.nirasaki.lg.jp

　市議会では、市民の皆さんに議会の活動を知っていただくとともに、皆さんのご意見を市政に反映してい
くため、本年も次の日程により市内５小学校区単位で議会報告会を開催します。
　本年は例年より早い時期での開催となりますが、多くの皆さんのご参加をお待ちして
います。

地区名 開催日 開始時間 会場 地区テーマ

穂　坂 6月29日（土） 19:30 穂坂コミュニティーセンター 「主要地方道韮崎・昇仙峡線の道路整備について」
「上ノ山・穂坂地区工業団地第２期企業誘致について」

甘　利 6月30日（日） 19:00 大草ふれあいホール 「鳥獣害対策について」
「通学路の安全対策について」

北　西 7月  1日（月） 19:00 清哲会館 「県営中山間地域総合整備事業について」

韮　崎 7月  2日（火） 19:00 市民交流センター　ニコリ
3階 多目的ホール

「ごみ減量アクションプランについて」
「通学路の安全対策について」

北　東 7月  3日（水） 19:00 藤井公民館
「市道（藤井）1号線の整備について」
「市道（穴山）5号線の延伸について」
「七里岩台上の市民バスの運行について」

■問い合わせ　議会事務局　☎ 22-1111（内線 513・514）

韮崎市議会「議会報告会」開催のご案内

■各地区共通テーマ　「常任委員会の活動報告について」

　
Ｊ
１
昇
格
を
目
指
し
奮
闘
す
る

Ｖ
Ｆ
甲
府
を
、
市
民
一
体
と
な
っ

て
応
援
す
る
た
め
、
韮
崎
市
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
サ
ン
ク
ス
デ
ー
に
市
民

の
皆
さ
ん
５
０
０
人
を
招
待
し
ま

す
。
ま
た
、
エ
ス
コ
ー
ト
キ
ッ
ズ

も
同
時
募
集
し
ま
す
。

■
日
時　
８
月
４
日
（
日
）

　
　
　
　
18
時
キ
ッ
ク
オ
フ

■
会
場　
山
梨
中
銀
ス
タ
ジ
ア
ム

  

招
待
チ
ケ
ッ
ト
の
配
布

　
市
内
に
住
所
が
あ
る
方
を
対
象

に
、
７
月
１
日
（
月
）
か
ら
次
に

よ
り
先
着
順
に
配
布
し
ま
す
。

○
配
付
場
所
等

　
市
役
所
４
階
大
会
議
室

　
７
月
１
日
（
月
）

　
８
時
30
分
～
10
時

※	

７
月
１
日（
月
）10
時
以
降
は
、

市
役
所
３
階
総
合
政
策
課
で

配
布
し
ま
す
。

○
配
布
枚
数

　
一
人
２
枚
ま
で

※	

招
待
券
が
な
く
な
り
次
第
終
了
。

※
席
を
確
保
し
て
観
戦
す
る
場
合

は
、
子
ど
も
で
も
チ
ケ
ッ
ト
が

必
要
で
す
。

 

エ
ス
コ
ー
ト
キ
ッ
ズ
の
募
集

■
募
集
人
数　
22
名

　
（
市
内
に
住
所
の
あ
る

　
　
年
長
児
～
小
学
校
3
年
生
）

※
チ
ー
ム・選
手
の
選
択
は
不
可
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
一
世

帯
１
名
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

■
申
込
受
付
・
抽
選
日

　
７
月
１
日
（
月
）
19
時
ま
で
に

市
役
所
別
館
３
階
３
０
１
会
議
室

に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

※
時
間
に
い
な
い
場
合
は
無
効
。

■
そ
の
他
の
注
意
事
項

※
試
合
当
日
は
保
護
者
同
伴
で
、

現
地
集
合・解
散
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
総
合
政
策
課
政
策
推
進
担
当

（
内
線　
３
５
５
～
３
５
７
）

Ｆ
Ｃ
町
田
ゼ
ル
ビ
ア
戦
・
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
サ
ン
ク
ス
デ
ー

 

観
戦
希
望
者
・

   

エ
ス
コ
ー
ト
キ
ッ
ズ
を
募
集

■日時・会場・地区テーマ

令
和
２
年
韮
崎
市
成
人
式

企
画・演
出
す
る

　

 

新
成
人
を
募
集

開かれた議会を
目指して！
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まちかどトピックス
MACHIKADO TOPICS

代読ボランティアを行っています

武田の里ウォーク開催

　4 月 9 日（火）、大村記念図書館で市内のボランティアグルー
プ「さくらの会（小尾智子代表）」によって、目の不自由な方の
ために代読ボランティアが行われました。この事業は毎週火・水
曜日に実施しています。この日は初めての取り組みとして代読ボ
ランティアの皆さんで、配役を決めて演劇の一幕を代読しました。
　代読を必要とされている方やボランティアに興味のある方は、
大村記念図書館（☎︎ 22-4946）までお問い合わせください。

　4 月 13 日（土）、武田の里ウォークを開催しました。桜や桃
が咲き誇った市内は、晴天にも恵まれてウォーキング日和となり、
約 1,000 名の参加者が春の韮崎を満喫しました。
　また、今回は本市出身でモデルやタレントとして活躍中の若尾
綾香さんをゲストウォーカーとして招きました。若尾さんは「桃
畑などの懐かしい風景に幼い頃を思い出した。のびのびできて、
とても気持ちがよかった。」とお話をされました。

自衛官募集相談員を委嘱しました
　4 月 15 日（月）、自衛隊山梨地方協力本部と市は金山宏さん、
志村忠久さん、上野政巳さんの 3 名に自衛官募集相談員を委嘱
しました。自衛官募集相談員は、自衛官志願者への情報提供や募
集のための広報活動などに援助・協力する役割を担います。
　募集環境は厳しさを増していますが、防衛だけにとどまらず、
災害復旧活動任務など、私たちが安心して暮らすために欠かせな
い自衛隊の優れた人材確保にご尽力いただきます。

レ
シ
ピ
の
ポ
イ
ン
ト
！

　
砂
糖
を
控
え
め
に
し
、
甘
納
豆
の
甘
さ
を
活
か
し
た

サ
ッ
パ
リ
と
し
た
味
わ
い
の
牛
乳
寒
天
で
す
。
寒
天
を

し
っ
か
り
煮
溶
か
し
ま
し
ょ
う
。【材料（4 人分）】

・牛乳・・・・・・ 	1カップ
・水・・・・・・・	1カップ
・粉寒天・・・・・・・ 	4ｇ
・砂糖・・・・・・	大さじ2
・甘納豆（小豆）・・	  80ｇ

知
っ
得
！
食
育
ひ
ろ
ば　

－

食
改
推
の
簡
単
レ
シ
ピ
！

－

「
和
風
牛
乳
寒
天
」

【作り方】
①鍋に水・粉寒天を入れ火にかけ、沸騰したら火を弱め砂糖を煮溶かす。
②牛乳を少しずつ加え、2 ～ 3 分加熱し火を止める。
③容器に②を流し入れ、表面が少し固まりはじめたら甘納豆を散らす。
④粗熱をとり冷蔵庫で冷やし固め、8 等分に切り分ける。

【栄養量　（１切れ分）】
　エネルギー	 89	㌔㌍
　食塩相当量	   　０	㌘

■問い合わせ　健康づくり課 健康増進担当　☎ 23-4310

　「味わって食事をする」「朝ごはんを食べて１日をスタートする」「食べ物を大切にする」など、
日頃の何気ない食生活と向き合うことが、健康的な毎日を過ごすキッカケになります。
　この機会に「食育」について考えてみませんか。

～毎月１９日は食育の日～６月は「食育月間」です！
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消
に
効
果
が
期
待
で
き
る
体
操
で

す
。
各
メ
デ
ィ
ア
が
注
目
！
ダ
イ

エ
ッ
ト
に
も
お
勧
め
で
す
！

■
日
時　
６
月
26
日
（
水
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
３
階

　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

■
参
加
費　
２
，
０
０
０
円

■
定
員　
20
名

　
　
　
　
※
最
少
催
行
人
数
５
名

■
持
ち
物　
タ
オ
ル
、
飲
料
水
、

　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
バ
ス
タ
オ
ル
で

　
も
可
）

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し

　
く
だ
さ
い
。

■
講
師

　
エ
ゴ
ス
キ
ュ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
協

　
会
認
定
Ｅ
サ
イ
ズ
ト
レ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
岩
下　
幸
子
氏

ニ
コ
リ
浴
衣
デ
ー

　
浴
衣
で
ご
来
館
い
た
だ
い
た
方

に
、
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

■
日
時　
６
月
29
日
（
土
）

■
場
所　
ニ
コ
リ
１
階
総
合
受
付

■
注
意　
粗
品
は
な
く
な
り
次
第

　
終
了
で
す
。

※
各
講
座
の
申
込
方
法　

　
ニ
コ
リ
１
階
総
合
受
付
で
、
参

加
費
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

お
父
さ
ん
に
手
紙
を
送
ろ
う
！

　
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
お

父
さ
ん
に
、
素
敵
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
ろ
う
！

■
日
時　
５
月
21
日
（
火
）

　
～
６
月
14
日
（
金
）
13
時
ま
で

■
場
所　
ニ
コ
リ
１
階
総
合
受
付

■
参
加
費　
無
料

編
物
講
習
会
（
要
申
込
）

　
か
ぎ
針
を
使
っ
て
夏
物
ウ
エ
ア

を
編
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　
６
月
22
日
（
土
）

　
　
　
　
10
時
～
15
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
１
階
会
議
室
５

■
内
容　

①
パ
フ
ス
リ
ー
ブ
の
プ
ル
オ
ー
バ
ー

（
か
ぎ
針
５
号
・
６
号
・
４
号
）

　
　
　
　
　
　
　
７
，
６
５
０
円

②
ロ
ン
グ
ベ
ス
ト

（
か
ぎ
針
５
号
）
６
，
７
２
０
円

■
定
員　
20
名

　
　
　
　
※
最
少
催
行
人
数
５
名

■
講
師　
山
梨
編
物
手
芸
の
会

痛
み
解
消
体
操
・
エ
ゴ
ス
キ
ュ
ー

体
験
会
（
要
申
込
）

　
体
の
歪
み
を
取
り
、
様
々
な
痛

み
（
腰
・
ひ
ざ
・
肩
な
ど
）
の
解

『
本
の
中
の
お
ま
わ
り
さ
ん
』展
示

　
日
本
で
明
治
７
年
に
巡
査
制
度

が
始
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、６
月
17
日

は
お
ま
わ
り
さ
ん
の
日
で
す
。警

察
官
に
つ
い
て
知
る
こ
と
の
で
き

る
本
を
集
め
て
展
示
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
展
示
期
間

　
６
月
１
日（
土
）～
27
日（
木
）

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
共
催
イ
ベ
ン
ト

「
巨
大
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
つ
く
っ

て
選
手
に
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届

け
よ
う
！
」

　

選
手
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

書
い
た
紙
の
板
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ

て
巨
大
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
つ
く

り
ま
す
。当
日
は
、ヴ
ァ
ン
く
ん
体

操
や
握
手・サ
イ
ン
会
、記
念
撮
影

も
行
い
ま
す
。ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
の

応
援
展
示
も
お
楽
し
み
に
！

■
日
時　
６
月
９
日（
日
）

　
14
時
か
ら（
１
時
間
30
分
程
度
）

■
場
所

　
ニ
コ
リ
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

※
当
日
は
開
始
時
間
の
10
分
前
ま

　

で
に
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
お

　
越
し
く
だ
さ
い
。 

■
対
象・定
員

　
小
学
生
～
大
人・20
名
程
度

■
参
加
費　
無
料

■
特
別
ゲ
ス
ト

　

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
ト
ッ
プ
チ
ー
ム

選
手（
予
定
）、ヴ
ァ
ン
く
ん

■
申
込
み　
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー

　
ま
た
は
電
話
で
受
付

三
ツ
星
シ
ネ
マ
上
映
会
！
第
８
弾

「
す
れ
違
い
の
ダ
イ
ア
リ
ー
ズ
」

　
　
（
２
０
１
４
年
タ
イ
）

　
タ
イ
№
１
映
画
が
遂
に
登
場
！

　
ネ
ッ
ト
社
会
の
現
代
に
、「
日
記
」

を
読
ん
で
会
っ
た
こ
と
の
な
い
彼

女
に
恋
を
し
た
！
１
０
０
万
人
の

心
を
癒
し
た
ふ
た
つ
の
実
話
か
ら

生
ま
れ
た
奇
跡
の
物
語
。鑑
賞
者

に
は
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
進
呈

し
ま
す
。

■
日
時　
６
月
16
日（
日
）

　
午
前
の
部　

９
時
45
分
開
場

　
　
　
　
　
　
10
時
上
映

　
午
後
の
部　

13
時
15
分
開
場

　
　
　
　
　
　
13
時
30
分
上
映

（
本
編
１
１
０
分
※
字
幕
版
の
み
）

■
場
所　
二
コ
リ
２
階
会
議
室
９

■
対
象　
中
学
生
以
上

■
席
数　
各
回
約
40
席

■
申
込
み

　
６
月
８
日（
土
）か
ら
、図
書
館
カ

ウ
ン
タ
ー
で
無
料
チ
ケ
ッ
ト
を
配

布
し
ま
す
。（
原
則
お
一
人
様
３
枚

ま
で
）申
込
時
に
ご
希
望
の
回
を

お
伝
え
く
だ
さ
い
。当
日
は
チ
ケ
ッ

ト
を
持
参
し
、上
映
時
間
の
10
分

前
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
は
な
し
会
と
折
り
紙
遊
び

　
　
　
　
　
　
　
（
申
込
不
要
）

　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、手
遊
び
、

折
り
紙
作
り
な
ど

■
日
時　
６
月
８
日(

土)

　
　
　
　
14
時
～
15
時

■
対
象　
幼
児
～
小
学
校
低
学
年

え
い
ご
ｄｅ
お
は
な
し
会

　
　
　
　
　
　
　
（
申
込
不
要
）

■
日
時　
６
月
12
日(

水)

　
　
　
　
13
時
15
分
～
13
時
30
分

■
対
象　
乳
幼
児

■
場
所　
ニ
コ
リ
３
階

　
　
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
内

だ
っ
こ
の
会 （
申
込
不
要
）

　

わ
ら
べ
歌
、絵
本
の
読
み
聞
か

せ
、手
遊
び
な
ど

■
日
時　
６
月
27
日(

木)

　
　
　
　
11
時
～
11
時
30
分

■
対
象　
乳
幼
児

第
６
回
韮
崎
市
図
書
館
を
使
っ
た

調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル

　

今
年
度
も
、図
書
館
を
使
っ
た

調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催

し
ま
す
。自
分
の
興
味
の
あ
る
こ

と
や
韮
崎
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、

テ
ー
マ
は
自
由
で
す
。韮
崎
市
在

住・在
学
の
小
中
学
生
は
、ど
な
た

で
も
応
募
可
能
で
す
。調
べ
る
学

習
を
応
援
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
展
示

を
開
催
し
て
い
ま
す
。ご
興
味
を

お
持
ち
の
方
は
お
気
軽
に
お
尋
ね

ニ
コ
リ
主
催

イ
ベ
ン
ト

☎
２
２ｰ

１
１
２
１

大
村
記
念

図
書
館

☎
２
２ｰ

４
９
４
６

イ
ベ
ン
ト

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

ニ
コ
リ
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広報にらさき

く
だ
さ
い
。　

■
作
品
募
集
期
間

　
８
月
14
日（
水
）～
31
日（
土
）必
着

※
韮
崎
市
内
の
小
中
学
校
に
通
う

　

児
童
・
生
徒
は
学
校
を
通
じ
て

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
作
品
の
募
集
要
項
等
に
つ
い
て

　

は
、図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
調
べ
る
学
習
応
援
講
座

●
日
時　
７
月
７
日（
日
）・15
日

　
（
月・祝
）　
13
時
30
分
～
15
時

●
内
容　

テ
ー
マ
の
決
め
方
、本

　

の
探
し
方
、作
品
と
し
て
の
ま

　

と
め
方
な
ど（
両
日
と
も
内
容

　

は
同
じ
で
す
。ど
ち
ら
か
に
ご

　
参
加
く
だ
さ
い
。）

●
場
所

　
両
日
と
も
ニ
コ
リ
２
階
会
議
室
９

●
申
込
み　
６
月
８
日（
土
）か
ら

カ
ウ
ン
タ
ー
ま
た
は
電
話
に
て

受
付

■
調
べ
る
学
習
相
談
会

　
夏
休
み
期
間
中
、随
時
実
施
。

　

お
気
軽
に
ス
タ
ッ
フ
へ
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。館
内
で
は
、昨
年
度
の

入
選
作
品
レ
プ
リ
カ
の
展
示
等
も

行
っ
て
い
ま
す
。

朗
読
の
つ
ど
い （
無
料
）

　

６
月
は
市
内
・
市
外
の
朗
読
グ

ル
ー
プ
の
出
演
で
す
。

■
日
時　
６
月
15
日 （
土
）

　
　
　
　
14
時
～
15
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
２
階
会
議
室
９

■
内
容（
作
品
名・朗
読
者
）

「
親
捨
て
山
」　　

永
田　

義
直
作

　
　
　
朗
読　
河
野　
勝
恵
氏

「
長
良
川
」　　
　

原
田　
マ
ハ
作

朗
読　
吉
野　
政
子
氏

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
妊
娠
」

堀
内　
直
也
作

朗
読　
佐
藤　
孝
子
氏

「
高
瀬
舟
」　　
　
　

森　
鷗
外
作

朗
読　
風
間　
美
佐
子
氏

「
松
の
花
」　　

山
本　
周
五
郎
作

　
　
　
　
朗
読　
水
川　
秋
人
氏

ま
な
び
ｎｏ
サ
ロ
ン
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
つ
な

①「
し
ゃ
べ
ら
ん
会
」

　
楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
が
で
き
る

気
軽
な
会
で
す
。
家
に
こ
も
り
が

ち
な
方
や
お
友
達
を
作
り
た
い
方

な
ど
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
６
月
13
日
（
木
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
16
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
会
議
室
１

　
　
　
（
時
間
内
出
入
り
自
由
）

■
申
込
み　
不
要

②「
刺
し
子
を
楽
し
も
う
！
」

　
初
心
者
向
け
の
優
し
く
て
可
愛

い
刺
し
子
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？

■
日
時　
７
月
５
日
・
19
日
（
金
）

　

13
時
30
分
～
16
時
【
２
回
講
座
】

■
場
所　
ニ
コ
リ
会
議
室
１
・
２

■
定
員　
10
名

■
材
料
費　
４
５
０
円

　
　
　
（
布
・
縫
い
針
・
糸
代
）

■
持
ち
物　
ま
ち
針
・
ハ
サ
ミ
・

　
指
ぬ
き
・
定
規
・
チ
ャ
コ
ペ
ン

■
講
師　
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
つ
な
ス
タ
ッ
フ

■
申
込
み　
６
月
４
日
（
火
）
か
ら

「
筆
ペ
ン
講
座
」
（
要
申
込
）

　
～
美
し
い
仮
名
文
字
を
書
く
～

　
平
仮
名
の
成
り
立
ち
を
知
り
、

身
近
な
筆
ペ
ン
を
使
っ
て
、
美
し

い
仮
名
文
字
の
書
き
方
を
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
？ 

■
日
時　
７
月
２
日
・
９
日
（
火
）

　
10
時
～
12
時
【
２
回
講
座
】

■
場
所　
ニ
コ
リ
会
議
室
６

■
定
員　
20
名

■
持
ち
物　
市
販
の
筆
ペ
ン

■
講
師　
書
家　
田
中　
志
津
氏

■
申
込
み　
６
月
４
日
（
火
）
か
ら

韮
崎
ま
ち
ぐ
る
み
で
子
育
て
応
援

に
ら
ち
び
友
の
会　
会
員
募
集

　

子
育
て
中
の
皆
さ
ん
と
交
流

し
、
応
援
し
て
く
れ
る
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

■
入
会
対
象

　
①
子
育
て
サ
ー
ク
ル

　
②
子
育
て
支
援
団
体

　
③
子
育
て
応
援
店

中
央
公
民
館

☎
２
０ｰ
１
１
１
５

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

☎
２
３ｰ
７
６
７
６

い
ず
れ
も
韮
崎
市
で
活
動
す
る
方

■
登
録
料　
無
料

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

に
ら
★
パ
ー
ク
（
予
約
不
要
）

　
土
・
日
の
に
ら
★
ち
び
を
も
り

あ
げ
隊
と
一
緒
に
楽
し
も
う
♪

　
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、
よ
り
み
ち

ア
ー
ト
、
そ
の
他
ど
う
ぞ
お
楽
し

み
に
。
詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

①
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

■
日
時　
６
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　
13
時
～
15
時　

■
場
所　
に
ら
★
ち
び
（
３
階
）

■
講
師　
サ
リ
ー
＆
タ
ケ

　
　
（
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
）

②
よ
り
み
ち
ア
ー
ト

　
〜
ぼ
う
し
を
つ
く
ろ
う
〜

■
日
時　
６
月
30
日
（
日
）

　
　
　
　
13
時
～
15
時

■
場
所　
に
ら
★
ち
び
（
３
階
）

■
講
師　
羽
中
田　
桂
子
氏

　
　
（
よ
り
み
ち
ア
ー
ト
主
催
）

■
材
料
費　
３
０
０
円

　
　
（
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
）

助
産
師
さ
ん
と
ベ
ビ
マ
の
会

（
要
予
約
）

　
マ
マ
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
へ
の
最
高

の
贈
り
物
♥
加
茂
友
香
助
産
師
と

一
緒
に
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
！

■
日
時　
６
月
13
日
（
木
）

★
妊
婦
さ
ん
＆
６
～
12
か
月
児

　
　
　
　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

★
妊
婦
さ
ん
＆
０
～
５
か
月
児

　
　
　
　
13
時
～
14
時

■
場
所　
に
ら
★
ち
び
（
２
階
）

■
講
師　
加
茂　
友
香
氏

　
　
　
　
（
助
産
師
）

■
持
ち
物　
バ
ス
タ
オ
ル

■
参
加
費　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
オ
イ
ル
代
２
０
０
円

　
（
妊
婦
さ
ん
は
無
料
）

■
定
員　
各
回
10
組

栄
養
士
相
談
（
予
約
不
要
）

　
栄
養
士
さ
ん
が
に
ら
★
ち
び
に

来
て
く
れ
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
食

事
や
マ
マ
の
栄
養
相
談
が
で
き
ま

す
。
体
位
測
定
も
で
き
ま
す
。

■
日
時　
６
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　
10
時
～
14
時

■
場
所　
に
ら
★
ち
び
（
３
階
）

■
参
加
費　
無
料

※
要
予
約
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は

　
電
話
（
「
広
報
を
見
た
」
と
お

　
伝
え
く
だ
さ
い
）
ま
た
は
Ｈ
Ｐ

　
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。



182019.6

総
合
健
診
の「
健
診
キ
ッ
ト
」送
付

　
７
月
よ
り
総
合
健
診
（
特
定
健

診
・
各
種
が
ん
検
診
）を
実
施
す

る
に
あ
た
り
、
対
象
者
へ
６
月
下

旬
頃
に
「
健
診
キ
ッ
ト
」
を
送
付

し
ま
す
。（
詳
細
は
７
月
号
掲
載
）

　
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
等
の

理
由
で
送
付
が
不
要
な
方
は
、
６

月
12
日
（
水
）
ま
で
に
健
康
づ
く

り
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
づ
く
り
課
健
康
増
進
担
当

　
　
　
　
　
☎
２
３
‐
４
３
１
０

第
64
回
韮
崎
市
戦
没
者
慰
霊
祭

　
先
の
大
戦
で
犠
牲
と
な
ら
れ
た

本
市
出
身
の
戦
没
者
の
方
々
を
追

悼
し
、
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に

す
る
た
め
、
韮
崎
市
戦
没
者
慰
霊

祭
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　
７
月
12
日
（
金
）

　
14
時
～
（
受
付
13
時
30
分
～
）

■
場
所　
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

　
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル　
小
ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課 

社
会
福
祉
担
当

　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
８
１
）

行
政
相
談
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　
平
成
31
年
４
月
１
日
付
け
で
、

　
お
知
ら
せ

　
相　
談

総
務
大
臣
よ
り
２
名
が
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。
行
政
相
談
委
員
は
、
公

正
・
中
立
の
立
場
か
ら
、
国
や

県
、
市
へ
の
要
望
、
苦
情
、
意
見

を
受
け
付
け
、
そ
の
解
決
や
運
営

の
改
善
に
生
か
し
て
い
ま
す
。
無

料
の
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

■
行
政
相
談
委
員

　
長
坂　
一
能
氏

　
横
森　
淳
彦
氏
（
新
）

■
相
談
日
（
予
約
不
要
）

　
毎
月
第
１
・
第
２
月
曜
日

　
（
祝
日
の
場
合
は
翌
週
）

　
13
時
～
15
時

■
場
所　
市
役
所
１
０
２
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ

　
総
合
政
策
課 

政
策
推
進
担
当

　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
５
７
）

人
権
擁
護
委
員
（
新
任
）
が

　
　
　
　
　
　
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　
平
成
31
年
４
月
１
日
付
け
で
、

法
務
大
臣
よ
り
新
た
に
２
名
が
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。
人
権
擁
護
委
員

は
、
い
じ
め
や
虐
待
、
家
庭
内
や

近
隣
と
の
も
め
ご
と
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
侵
害
な
ど
人
権
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
人
権
擁
護
委
員
（
新
任
）

　
向
山　
千
景
氏

　
望
月　
磨
理
氏

■
人
権
相
談
所
日
時

　
６
月
３
日
（
月
）
、
10
月
10
日

（
木
）
、
12
月
４
日
（
水
）
、
２

月
５
日
（
水
）
10
時
～
15
時

※
各
月
の
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
や
ホ

　
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
確
認
い
た

　
だ
け
ま
す
。

■
場
所　
ニ
コ
リ
１
階　
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ

　
総
合
政
策
課 

政
策
推
進
担
当

　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
５
７
）

歯
の
無
料
健
康
相
談

■
日
時　
６
月
２
日
（
日
）

　
　
　
　
９
時
30
分
～
12
時
30
分

■
会
場　
ニ
コ
リ
１
階

　
　
　
　
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
他

■
内
容　
歯
科
医
師
に
よ
る
健
診

お
よ
び
相
談
、
無
料
フ
ッ
素
塗

布
、
洗
口
等

※
大
人
の
方
も
参
加
を
お
待
ち
し

　
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
づ
く
り
課 

健
康
増
進
担
当

　
　
　
　
　
☎
２
３
‐
４
３
１
０

「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
の
相
談
会

■
日
時　
７
月
７
日
（
日
）
～

　
９
日
（
火
）　
９
時
～
17
時　

■
場
所　
県
立
ろ
う
学
校

　
　
　
（
山
梨
市
大
野
１
０
０
９
）

■
対
象　
０
歳
児
か
ら
大
学
生

■
相
談
内
容

・
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に

関
す
る
悩
み
の
相
談

・
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に

不
安
の
あ
る
お
子
さ
ま
へ
の

か
か
わ
り
方
に
つ
い
て（
育
児

相
談
）・生
活
や
学
習
に
つ
い
て

（
教
育
相
談
）

・
聴
力
測
定

・
補
聴
に
関
す
る
相
談

■
申
込
み　
事
前
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
で
日
時
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
７
月
３
日
（
水
）
15
時
締
切

■
問
い
合
わ
せ

　
ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ
と
ば

　
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」

☎
０
５
５
３
‐
２
２
‐
１
３
７
８

０
５
５
３
‐
２
２
‐
６
４
１
９

山
梨
県
俳
句
大
会
作
品
募
集

■
対
象

　
高
校
生
以
上
の
県
内
在
住
者

■
募
集
内
容　
５
句
一
組

　
（
四
季
雑
詠
・
未
発
表
に
限
る
）

■
募
集
期
間　
６
月
１
日
（
土
）

　
　
　
　
　
～
７
月
20
日
（
土
）

■
申
込
方
法　
市
教
育
課
・
文
化

　
協
会
事
務
局
で
配
布
す
る
用
紙

　
に
記
入
の
う
え
郵
送
に
て
申
込

■
参
加
費

　
一
般　
一
組
２
，
０
０
０
円

　
※
高
校
生
無
料

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
県
俳
句
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
０
５
５
４
‐
４
３
‐
３
９
４
９

　
募　
集

空
き
家
管
理
講
習
会

　
刈
払
い
機
取
扱
、
丸
の
こ
取
扱

資
格
取
得
。

■
日
時　
７
月
18
日（
木
）・
19
日

　
（
金
）９
時
～
17
時

■
会
場　
勤
労
青
年
セ
ン
タ
ー

■
受
講
料　
無
料

■
定
員　
15
名

　
　
（
書
類
選
考
に
よ
り
決
定
）

■
締
切　
６
月
17
日
（
月
）

■
要
件　
初
め
て
シ
ル
バ
ー
就
業

　
を
希
望
す
る
60
歳
以
上
の
方

　
（
事
前
に
登
録
が
必
要
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
シ
ル
バ
ー

　
　
　
　
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

☎
０
５
５
‐
２
２
８
‐
８
３
８
３

穂
坂
自
然
公
園
イ
ベ
ン
ト
情
報

①
ご
ま
豆
腐
作
り
体
験
教
室

■
日
時　
６
月
16
日
（
日
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

■
定
員　
20
名

■
申
込
期
間　
６
月
１
日
～
15
日

■
参
加
費　
３
０
０
円

②
籐
の
作
品
作
り
体
験
教
室

■
日
時　
６
月
23
日
（
日
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

■
定
員　
10
名

■
参
加
費　
１
，
０
０
０
円

■
申
込
期
間　
６
月
１
日
～
22
日

③
森
の
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

　
北
杜
市
を
中
心
に
活
躍
さ
れ
て

い
る
「
さ
か
も
と
た
け
し
」
さ
ん

　
イ
ベ
ン
ト

広　報
にらさき

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

info
rm

a
tio

n
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広報にらさき

★
「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ　
そ
の
考
え
が　
命
と
り
」　
（
ニ
ー
ラ
の
防
災
・
減
災
標
語　
韮
崎
市
自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議
会
長
賞　
韮
崎
東
中
学
校　
岩
下
姫
依
さ
ん
）

に
よ
る
弾
き
語
り
ラ
イ
ブ
で
す
。

■
日
時　
６
月
30
日
（
日
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

■
定
員　
45
名

■
参
加
費　
１
０
０
円

■
申
込
期
間　
６
月
１
日
～
29
日

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
穂
坂
自
然
公
園

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
３
７
‐
４
３
６
２

七
夕
マ
ル
シ
ェ
☆
ま
ち
な
か
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム

　
七
夕
飾
り
で
彩
っ
た
マ
ル
シ
ェ

で
は
、
地
元
の
生
産
者
や
商
店
に

よ
る
食
料
品
や
雑
貨
を
販
売
。
満

天
の
星
空
を
生
解
説
付
き
で
楽
し

め
る
「
ま
ち
な
か
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
」
も
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　
６
月
29
日 

（
土
）

　
　
　
　
11
時
～
16
時

■
場
所　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ニ

　
コ
リ　
オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス
・
屋

　
内
ス
ペ
ー
ス
（
ま
ち
な
か
プ
ラ

　
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
会
議
室
９
）

■
問
い
合
わ
せ

　
産
業
観
光
課 

商
工
労
政
担
当

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
１
６
）

梅
も
ぎ
・
梅
漬
け
体
験
教
室

■
日
時　
６
月
８
日
（
土
）

　
　
　
　
９
時
30
分
か
ら　
　

■
場
所　
穴
山
町
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

■
定
員　
30
名
（
先
着
順
）

■
費
用　
１
，０
０
０
円（
昼
食
付
）

■
持
ち
物　
軍
手
、
屋
外
で
作
業

　
で
き
る
服
装
、
長
靴

■
申
込
期
限　
６
月
４
日
（
火
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
穴
山
町
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
（
伊
藤
）

☎
０
９
０
‐
２
２
４
５
‐
１
２
４
０

第
31
回
韮
崎
ホ
タ
ル
の
里

　
　
　
　
小
田
川
ホ
タ
ル
ま
つ
り

■
日
時　
６
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　
18
時
～
21
時
30
分

■
会
場　
柳
原
神
社
境
内
前
広
場

■
催
し
物　
大
抽
選
会
、
和
太
鼓

演
奏
、
舞
踊
、
ホ
タ
ル
籠
作

り
、
餅
つ
き
体
験
コ
ー
ナ
ー
等

■
問
い
合
わ
せ

　
小
田
川
ホ
タ
ル
愛
護
会
（
古
屋
）

　
　
　
　
　
☎
２
５
‐
５
８
９
２

尺
八
と
箏
の
夕
べ

　
初
夏
の
夕
暮
れ
に
尺
八
と
箏
の

調
べ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　
６
月
15
日
（
土
）

   

19
時
開
演
（
18
時
45
分
開
会
）

■
場
所　

穴
山
町
さ
く
ら
公
園

（
Ｊ
Ｒ
穴
山
駅
南
）
※
雨
天
時

は
穴
山
町
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

■
出
演　

友
常
毘
山
氏
（
東
京

芸
術
大
学
大
学
院
博
士
課
程
在

籍
）
、
山
水
美
樹
氏
（
東
京
芸

術
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了
）

■
問
い
合
わ
せ

　
穴
山
町
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
（
伊
藤
）

☎
０
９
０
‐
２
２
４
５
‐
１
２
４
０

に
ら
ら
ん
♪
食
堂
オ
ー
プ
ン

　
　
子
ど
も
食
堂
×
異
世
代
交
流

　
食
事
を
み
ん
な
で
作
っ
て
、
食

べ
て
楽
し
い
拠
点
。
食
を
通
し
て

地
域
の
人
々
が
つ
な
が
る
居
場
所

で
す
。
み
ん
な
で
あ
っ
た
か
い
ご

は
ん
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

■
日
時

　
６
月
22
日
（
土
）
11
時
か
ら

■
場
所　
中
央
町
10
‐
24
（
「
に

　
ら
ら
ん
♪
食
堂
」
看
板
が
目
印
）

■
定
員　
30
名

■
参
加
費　
子
ど
も　
　
　
０
円

　
高
校
・
大
学
生　
　

２
０
０
円

　
大
人　
　
　
　
　
　
３
０
０
円

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
に
ら
ら
ん
♪
食
堂
（
内
藤
）

☎
０
９
０
‐
３
０
６
８
‐
８
４
７
９

韮
崎
市
吹
奏
楽
団

第
34
回
定
期
演
奏
会
（
無
料
）

■
日
時　
６
月
22
日
（
土
）

　
14
時
開
演
（
13
時
30
分
開
場
）

■
場
所　
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

　
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル　
大
ホ
ー
ル

■
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
交
響
組
曲
「
君
の
名
は
。
」
、

ボ
ヘ
ミ
ア
ン
・
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ほ
か

■
問
い
合
わ
せ

☎
０
９
０
‐
６
０
０
６
‐
４
２
６
４

　
　
　
　
　
　
（
団
長　
井
上
）

あ
け
ぼ
の
支
援
学
校

　
　
　
　
　
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

■
日
時　
６
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　
９
時
30
分
～
13
時

■
内
容　
学
校
説
明
、
学
校
見
学

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込

●国民健康保険より
5月に韮崎市国民健康保険で支払った額（保険者負担額）は、
149,568,986円（前年同月比 0.54%増）で 、1人あたり
の保険者負担額は、22,297円（前年同月比 4.14%増）で
した。引き続き健康に気をつけ医療費の節約にご協力くだ
さい。  

●市の人口　5月１日現在　　　　　　      （前月比）
　男　１４,７１１人（うち外国人2３４人） 　２５人減
　女	　１４,８００人（うち外国人266人） 　３２人減
　計　２９,５１１人（うち外国人５００人） 　５７人減
　世帯数　１２,６６９世帯    　　　     　　  増減なし

　
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
あ
け
ぼ
の
支
援
学
校
（
小
西
）

　
　
　
　
　
☎
２
２
‐
６
１
３
１

山
梨
県
立
盲
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
２
０
１
９

■
日
時　
６
月
22
日
（
土
）

　
　
　
　
９
時
～
14
時

■
場
所　
山
梨
県
立
盲
学
校

　
（
甲
府
市
下
飯
田
２
‐
10
‐
２
）

■
内
容　
学
校
の
概
要
説
明
、
校

　
内
・
授
業
見
学

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
立
盲
学
校
（
河
西
・
保
坂
）

☎
０
５
５
‐
２
２
６
‐
３
３
６
１

　
※
６
月
12
日
（
水
）
正
午
締
切

　様々な理由で学校に行きたくても行けない
児童生徒のために、学校復帰や自立をめざす
活動を進めています。お気軽にご相談くださ
い。
■対象　市内小・中学校に在籍する児童生徒
■開設曜日　月曜日～金曜日
　（祝日・学校の長期休業は休室）
■開設時間　９時～ 15 時
■場所　本町一丁目 9 番 4 号　清水ビル 2 Ｆ
■指導員　作地　慶一、清水　ひろ美
■問い合わせ
　教育課 学校教育担当（内線 262・263）
　かがやき教室　☎ 30‐7772
　教育相談（月・水・金曜日）☎ 23‐5653
　※教育相談は電話でお申し込みください。

　　「かがやき教室」
　　　　　韮崎市適応指導教室開設
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　魔法の力によって私たちの「夢や願い」をかなえてくれる不思議なカエル‘ニーラ’
今年も応募者の中から3名の方の「夢や願い」をかなえます！
■応 募 期 間　6月3日（月）～9月13日（金）
■応 募 対 象　本年4月1日以降、引き続き市内に住民登録されている方
■応 募 方 法

　地域情報発信センター（ニコリ１階）・市役所（受付・産業観光課）で配布している応募用紙に必要事項
（お願いの内容など）をご記入のうえ、応募ＢＯＸに投函してください。
※応募の際には用紙の裏面を熟読のうえ、ご応募ください。

■当選者の発表
　実現可能な夢や願いを選考させていただき、10月13日（日）開催の武田の里フェスタ・韮崎で発表します。
　当選者には別途ニーラからご連絡を差し上げますので、武田の里フェスタ・韮崎にお越しください。

　毎年、暑中見舞いや年賀状、応援メッセージ等、ニーラへのたく
さんのお便りをいただいています。ニーラより感謝の気持ちを込め
て今年もお便りコンテストを実施します。特に今年は「ニーラ生誕
10周年」。皆さんからのお便り、お待ちしています。
■募集テーマ

　季節のお便り（暑中見舞いや年賀状など）、クリスマスカード、
その他応援メッセージなど、ニーラへのお便り全般

■募 集 期 間　6月3日（月）～ 令和2年1月24日（金）
■表　　　彰　○金賞・銀賞・銅賞 各１点　○特別賞 ２点
■発表・展示

　広報3月号で発表するほか、入賞者には直接ご連絡します。
　※市民交流センターニコリに3月頃展示予定（全応募作品）

■応 募 規 定
　①郵便はがきまたは同サイズ(10㎝×15㎝)の用紙で応募
　　※紙質・画材自由、絵手紙やイラスト画、写真など、何でも可

②ニーラへのお便りは返却しません。また、ホームページや広報
等に使用させていただく場合もあります。

③氏名・ふりがな・年齢・住所・電話番号をご記入のうえ、ご応
募ください。

　コース距離11.7km、標高差1,138ｍ、
平均勾配9.7％を誇る、全国屈指の激坂
レース。
　スポーツエントリ―サイトからのエン
トリーは6月19日（水）まで！
■競技開催日　7月6日（土）受付
　　　　　　　7月7日（日）大会
■会場
　[受付、開・閉会式]

　みだい体育センター
[レース]
　甘利山公園線

■大会詳細・エントリー
http://www.tour-de-nippon.jp/
series/nirasaki/

■問い合わせ　
　産業観光課 観光担当（内線213・214）

から、とっておきのお知らせ
戦国ヒルクライム
in 韮崎・甘利山開催

ニーラへのお便りコンテスト開催 !!

表彰を
多数用意しています。

甘利山から見た富士山

■応募期限　令和2年１月24日（金）※郵送の場合は当日消印有効
■テ ー マ　韮崎版富嶽36景に選定された場所や、あなたのお気に入りの場所から望む
　　　　　　四季折々の富士山。富士山が背景に写る風景・人物・行事・祭りなど。
　　　　　　いずれも未発表の作品で、韮崎市の観光ＰＲに使用可能な作品。
　　　　　　※応募作品の中に、必ず富士山を入れてください。
■応 募 先　山梨フジカラー取扱店もしくは韮崎市観光協会（平日８時30分～17時15分）
■規　　定　①プリント４切・ＲＰプリント４切（白黒可）デジカメ撮影可（デジタル
　　　　　　　銀塩方式プリント）　※ワイド４切は不可。
　　　　　　②入賞作品は返却しません。
　　　　　　③入賞者は、該当フィルム（デジカメの場合はデータ）を提出していただきます。
　　　　　　④入賞作品のすべての版権は市に帰属します。広報等に使用させていただく場合もあります。

　「美しい富士山を望むまちにらさき」から南東に目をやると、甲府盆地をはさんで御坂山塊の上に、ひと際そびえ立
つ美しい富士山が望めます。市内には数々の富士山絶景ポイントがあり、2018 年、韮崎版富嶽 36 景を選定（＊韮崎
市観光協会ＨＰ参照）しました。あなたのお気に入りの四季折々の富士山を写真で表現してみませんか !?

「富嶽韮崎」フォトコンテスト　作品募集

ニーラがあなたのお願いかなえます！！

■申込み・問い合わせ　韮崎市観光協会（産業観光課内）　☎22-1991


